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双極性障害患者 16 例、大うつ病性障害患者 23 例、健常者 23 例を対象者とした。 DSM-IV-TR に基づ
いて診断を行い、双極性障害患者と大うつ病性障害患者については、抑うつ状態か平常状態である患者
を対象とした。全例に対して、インフォームド、コンセントを行ったうえで、 MRlの撮像と心理検査を行った。
Vox e1-based mo中hometry を用いて拡散テンソノレ画像を解析し、双極性障害患者と大うつ病性障害患者に
おける企action a1 anisotrpy 値の差異を全脳的に検討した。有意なfraction a1anisotrpy 値の差異が認めら
れた部位に関心領域を置き、双極性障害患者、大うつ病性障害患者、健常者の 3群における fractional





radil difusivty 値の増大を伴う fractional anisotrpy 値の低下、mean difusivty 値の上昇が有意に認め
られた。さらに、年齢と性別によって補正した fractional anisotrpy 値によって、双極性障害患者と大うつ病
性障害患者を76.9% の割合で識別することができた。
本研究では、抑うつ状態か平常状態にある双極性障害患者で、は健常者と比較して、脳梁において radial
dif 白sivty 値とmean difusivty 値の増大を伴う fractional anisotrpy 値の低下がみられた。これらの拡散テ
ンソル画像における変化は、白質微細構造の、特にミエリン構造の異常を反映していると思われた。脳梁に
おける構造異常により、大脳半球間の情動に関する情報の交換に支障を来し、情動の制御困難につなが
っていると考えられたO さらに、本研究結果が双極性障害患者と大うつ病性障害患者の鑑別マーカーとして
有用である可能性を示した。
